
大野市  くらし環境部  環境・水循環課   企画主査 松本 高志

令和５年３月10日 第１回地下水マネジメント研究会



郷土財 かけがえのない故郷への思い入れ（マインド）を持てる対象

「天空の城」越前大野城
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郷土財として存在する地下水

平成14年度井戸実態調査

名水×マラソン

名水×お米

名水×ラーメン

くらしと産業の水としての「地下水」
 ・約7,000本の井戸を通して生活用水が賄われている
 ・農業以外の産業の水源は全て地下水

ブランドイメージとしての「地下水」
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憩いの場としての「地下水」



井戸枯れから始まった地下水保全の取組

高度経済成長期【昭和40年代】

電源開発による河川流量の減少

農業基盤の整備による浸透量減少

繊維工業の発展

生活様式の変化

道路や屋根の融雪装置の普及

大野市の地下水問題の概要

地下水涵養量減少

地下水揚水量増加

井戸枯れ発生地下水位低下地下水位低下

年月日 件数 備　　　　　考

昭和４６年１２月 １９２件 市街地南部で発生

昭和５２年１・２月 約１，０００件 市街地南部を中心に発生

昭和５６年１月 約１００件 ５６豪雪で自衛隊が出動

昭和５７年１月 （件数不詳）

昭和５９年１・２月 ７２５件 ５９豪雪、同年１２月にも発生 S52・運搬給水

主
な
井
戸
枯
れ

市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
取
組
が

ス
タ
ー
ト
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地下水マネジメントの取組【観測・調査等】

病気（地下水障害）の予防や早期発見・早期治療（対
策）のために、年に1回健康診断を受診しましょう。

地下水の観測・調査等  健康診断
マメに・詳細に・継続してポイント

現在継続中

項目 内容
水位 井戸18本/常時 16本/毎日 

水質 41か所40項目/１回

揚水量 用途別/年

湧水量 ２か所/常時

水温 井戸９本/常時

地盤沈下量 １か所/常時

過去に実施

1969年 賦存量調査
1978年 地下水収支調査
1996年 雨水浸透実験
2001年 人口池涵養実験
2003年 井戸実態調査
2010年 水田湛水調査（米の収量･土壌成分）
2011年 水田の減水深調査
2013年～大学との共同研究

地下水に関する観測・調査等

水循環の健康診断
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地下水マネジメントの取組【観測・調査等】

地下水位の観測

観測経費（R４年度）
機械観測 18本 2,420,000円
手計観測 16本 1,955,712円
        約4,400千円

毎日の計測と掲示 地下水注意報・警報の発令

昭和51年から観測を継続

地下水域を面的に捉えて観測井を配置すること
が重要
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　　　    凡　　例

 　　観測井位置,名称

 　　簡易観測井位置,名称

　　 廃止観測井位置,名称

義景清水

中野清水

観測井位置図（34本）

市街地

地下水



地下水マネジメントの取組【観測・調査等】

地下水質の観測

観測経費（R４年度）
41か所40項目／1回 4,916千円

水質調査定点位置図 硝酸態窒素濃度の経年変化

・調査箇所は、水位と同様、地下水域全体を面的に捉えて設定することが重要。

・調査項目は、水道法による水道水質基準(51項目）より11項目少ない40項目。
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工業用

38.3%

建築物用

8.6%

水道用

45.6%

農業用

4.5%

消雪用

3.0%

［R03年］

8,147千㎥ 

工業用

39.3%

建築物用

9.0%

水道用

44.4%

農業用

5.1%

消雪用

2.2%

［H23～R02：10年平均］

8,837千㎥ 

地下水マネジメントの取組【観測・調査等】

経費（R４年度）1回／年38千円

揚水量の推計（消雪用・農業用・水道用・建築物用・工業用）

・吐き出し口の直径5cm以上の井戸は実測値

・その他の一般家庭や事務所などは推計値
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地下水の推計揚水量の経年変動グラフ

揚水量の用途別比率



地下水マネジメントの取組【観測・調査等】

経費（R４年度） ２か所／年 ６９４千円

湧水湧出量の観測

赤・地下水位

青・湧出量

・「渇水流量」は比較的降水
 量の影響を受けにくい

・「渇水流量」に注目すると、
 出来事が見つけやすい
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地下水マネジメントの取組【観測・調査等】

水温の観測

地下水温（井戸水温）の経年変化（H24～R３）

・平成24年から市内９本の観測井で 
 水温を観測
・いずれの井戸も上昇傾向

・生態系への影響
・地下水を原料としている食品加
 工業への影響

　
懸 

念

水環境の健全性を示す指標の一つ

市の魚「イトヨ」
生息環境 水温20度以下

　
現　
状
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大野市産ワイン・日本酒

地下水を原料としている飲料



地下水マネジメントの取組【観測・調査等】

地下水収支の把握
地下水位の上下変動は、地下水収支バランスの変動によるもの。

河川からの涵養量が約40％を占める一方で、地下水の流出に関しても90％を河川が占めており、地下水収支に河川が大きく
関与している。

河川
40％

降水
45％

かんがい水
12％

その他
３％

流入量平均値
98,546千㎥/年

流出量平均値
98,561千㎥/年

河川流出
91％

揚水量
９％

出典：大野市地下水総合調査（H14年度）

冬期水田湛水
 （R2・30ha→R3・40ha）

涵養地域の河岸の攪乱 11



地下水マネジメントの取組【普及啓発、教育】

水に関する学習研究施設「水のがっこう」の活用
市民や観光客が大野市の地下水や水文化を総合的に学べる場
令和２年３月に開設し、市が直営で管理
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教室玄関正面



地下水マネジメントの取組【普及啓発、教育】

水に関する学習研究施設「水のがっこう」の活用

リエゾン・ラボ（実験室）

■参加者の感想

13

ミジンコを指標にした水質調査
顕微鏡で種類を特定 ミジンコを捕獲

水のphや電気伝導率などの分析
機器を使った計測採水



地下水マネジメントの取組【普及啓発、教育】

水に関する学習研究施設「水のがっこう」の活用
水の図書室
これまでに市が実施したほぼ全ての調査報告書などを
公開しています。

1,000冊以上の蔵書

多数の大学が当市で実施した調査や研究の報告書

市が実施した調査の報告書
水のボードゲームやすごろく
も楽しめるスペース 14



地下水マネジメントの取組【普及啓発、教育】

水に関する学習研究施設「水のがっこう」の活用

〇スイスイ課外授業・・・・・・・対象：一般

〇スイスイサイエンス講座・・・ 対象：中学生

〇スイスイ課外授業ジュニア・・ 対象：小学生

〇自然ふれあい探検隊・・・・・・対象：小学生

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

１ 7/8(金）･10(日) これだけは知っておきたい！水害対策 市防災・防犯課職員 10名

２ 9/9(金）･11(日） 大野の地下水の今 ～地下水年度報告書を読み解く～ 市環境・水循環課職員 11名

３ 11/13(日) 水循環と持続可能な水利用                
～近年の気候変化に伴う地下水環境変化の可能性について～

総合地球環境学研究所 
藪崎 志穂 氏 38名

４ 3/21(火) 健全な水循環の実現
～温暖化が地下水に及ぼす影響と地下水保全に必要なこと～

大野市水循環アドバイザー
中野孝教氏 －

9/11 水のがっこう

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

５ 7/27(水) 水の生き物たち～水生昆虫調査 その１～ （清滝川） 香川大学 山田佳裕教授 12名

６ 10/30(日) 大野の水と雨と雪の関係 ～水質調査～（まちなか湧水地） 大野市水循環アドバイザー
中野孝教氏 ４名 7/27 清滝川

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

７ 12/18（日） 水のボードゲーム大会（水のがっこう） 市環境・水循環課職員 22名

12/18 水のがっこう

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

８ 6/19(日) 真名川の生き物と水質（真名川水辺の楽校） まんまるサイト 37名

９ 8/1(月）水の日 水生生物調査と川遊び（麻那姫湖青少年旅行村） 国交省・九統管委託業者 17名

10 9/18(日) 木瓜川の生き物と水質調査（木瓜川） まん丸サイト 31名

11 10/8（土） 植樹体験会（六呂師） 県奥越農林総合事務所 他 20名

6/19 真名川水辺の楽校

（令和４年度 全11回・202名【No.４除く】）
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地下水マネジメントの取組【普及啓発、教育】
学校や教育委員会と連携した取組
国連子ども環境ポスターによる学びの実践
総合地球環境学研究所（京都市）に保管されている世界中の中学生が水環境をテーマに描いたポスターを活用して、市内小学校で
ワークショップを実施。ワークショップの成果とポスターの展示を通して、市民の水環境保全の普及啓発を図る

オリエンテーション

市から「国連子供
環境ポスター」の
紹介と一連の工程
の説明する。

Step１

絵を１枚選ぶ

世界の同年代の子ど
もたちが描いたポス
ターから、気になる
１枚を選ぶ

Step２

絵と対話する

作者が何を伝えようと
して描いたのか、そこ
で何が起こっているか
など絵からメッセージ
を引き出す。

Step３

みんなの読み解きを
共有する

グループ内でお互いの
読み解きを発表し、考
えの違いや新たな視点
をミックスさせる。

Step４

伝えるメッセージを
話し合う

グループ内で自分た
ちの一番伝えたい
メッセージをワーク
シートにまとめる。

Step５

展示会を開く

絵とグループでま
とめたワークシー
トを並べて展示す
る。

Step６
１限目 ２限目

授業の流れ
ワークショップ 展示絵の選定
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継続的で地道な地下水保全の取組が、地域の水文化へ昇華
          →「持続可能な地下水の保全と利用」＝ 地域社会の安定・活性化

A.地域住民
日常活動

C.研究者
科学的根拠

Ｂ.行政
法・規範

説明会・観察会など講演会・野外調査など

非地域住民あるいは国民など
行政委員会など・円サイズや重なり程度は個々の事情によって異なる

・３主体間の「交流の場」の構築：継続的な合意形成・参加意識

環境保全の三位一体説（森､1988）

三位一体

大野市地下水保全管理計画（H17～）

越前おおの湧水文化再生計画（H23～）
大野市水循環基本計画（R３～）

【地下水対策審議会】
【湧水文化再生推進連絡協議会】

【大野市水循環推進協議会】
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ご清聴ありがとうございました。

ご清聴ありがとうございました。
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